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　　【目的】工 業プ ロセ ス などに お け る工 程管理や臨床検査等 における 計測に 、 バ イ

　　オセ ン サ ーが 広 く検討され て い る。 本研 究 では 、 酵素薗定化担体として 、 多孔性

　　の ポ リカ ーボネー一ト膜を用 い 、 こ れに酵素を共有結合により膜に固定化させ制限

　　機能を付与 したバ イ オセ ンサ
ー用の酵素固定化膜の製法 を試み た 。 具 体的に は 、

　　こ の膜状の担体の高分子鎖上に官能基を導入して萸にポ リ リシ ンを結合 させ 、 グ
¶
　 ル タルア ル デ ヒ トを介 して酵素 と共有結合 させ固定化す．る方法を検討 した。

　　【方法及び結果】ポ リカー ポネ ー ト膜を硝酸で処理 し膜表面の 高分子鎖上に ニ ト

　　ロ 基を導入 した。 さ 5にポリ リシ ンを含む炭酸永素ナ トリウム水溶液 に膜を浸潰

　　し 、 部分的に表面の 高分子鎖を切断し、 そこヘ ポ リリシ ンをウ レタン 結合する こ

　　とに よ っ て 固定化 し膜に ア ミ ノ基を導入 した。 膜 に媒 入され たア ミ！基の確認 は

　　ア ミ ノ基の ダン シル 化しその 蛍光を検出す るこ とに よ っ て 行 っ た 。 さらに膜に 導
・・

入 された ア ミノ基 にグル タル ア ル デ ヒ ドを介 してグル コ
ー ス オキ シダ

ーゼ （GOD）を
　　固定化 した 。 GOD固 定化膜 の 活性 は 、

　O．　027　units ！cポ2
で あ っ た 。

　GOD固 定化膜 の

　　安定性など諸性質にっ い て検討を行 っ た 。
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　　 Cellulose・degrading
’
enzymes 　secreted 　by　the 　wood −

grbwn 　fungus　Xyia厂ia
regalis 　isolated　in　Taiwan　were 　stud 螽ed ．　 Apiece （apPrQx ．10　x　10　mm ）of
acUvel ｝仁9rowing　fungaI　mycelium 　was 　transrerred 「rqm 　a　PDA 　blate　to　a　250 　m 【
Erlehmeyer　nask　containing 　50　ml 　of　the　groW山 medlu 珮 亡omposed 　of 　1％ （WV ）
crystalline 　ce虱ulose

，
0．1％ （W ／V ｝peptone　and 　O．Z％ ｛WV ）Tween　80　and 　shaken

at　ISO　rev ／mln 　in　a　rotary 　shaker 　at　280C．　 Apor 廿on （3　mS ）of 　culture 　media

was 　taken　pehodica雌y，
　centrifyged 　at　lO

，
000　x　g　for　10　mln 　and 　dhe　supernatant

was 　used 　as　crりde　enzyme 　soludon ．　 To 　study 　the　effec 　tS　of 　carbon 　s◎urces 　on 由e

production　oC　cenublyUce 危ymes，　X．　regalis 　was 　alsQ　cuttivated　on 　cellobiose

and 　xylan 　rne尊ia　i：istead　o 疋cellUiose ．

　　 The 　highest　levels　of 　cellUIO 苴ytic　enzymes 　prod　uced 　by　X．　regalj5　 were 　70 ．5
1mU

／m1 （CMCa 寧e》， 18．8　mU ／m1 （Avlce1ase）and 　44 ．O　mU ／蚶 （B−glucosidase）wllen

cu1Uvated 　at　280C　fbr　twQ　weeks ．　The ，　addition 　of 　10　g／10f　crystalline 　ce 恥 lose
to　a　defTmed 鵬 inimal 　 m 白dium ，（Manders 葦nedium 〕 requ1ted 　 in　 increasing　 B−

91ucosidase　produc瞳on 　to・114．O　mU ／m 藍w 虻hin　4　days
，
　Z．6　times窺hat　produced 　by

廿Lis　fungus．oq 　cellulose 　growth　mediUm 　only 。　 Prbducdon 　of　B−glucosidase　in　this
medium 　was 　bpU 瓢 滋 at　pH 　5．（〕to　6；0，　 The　opdmu ！n　tef血peratures　fbr　 CMCase

，

Avicelase　a蕊d β・91ロcosidase 　aCUvities 　were 　37
，
37　and 　500C 　and 　the　opdmulh 　pH

were 　4．（）硬 5．｛）and 　s　K），
　respectively ．　 Purification　of 　B−gtucosidase　is　now 　being

undertaken ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
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